
第44期 決算説明資料

“FUKUI COMPUTER GROUP”
FY2022

13,630百万円
YoY Growth △4.9%

売上高 継続取引企業社数

32,477社
YoY Growth +5.1%

ARR ARPA Churn Rate

6,735百万円
YoY Growth +9.0%

19.7万円
YoY Growth +3.8%

4.9％
FY2021  5.1%



（単位：百万円）

売上高は前年同期比4.9％の減少となり、営業利益、経常利益は前年同期比約11％の減少となりました。

昨今、売上を大きく後押ししていたIT導入補助金の対象主要事業が変更になったことが要因となっております。

売上高営業利益率（ROS）は前年同期比3.1ポイント減少しました。

新型コロナウイルス感染症の影響による行動制限が緩和され、旅費及び販促関連の費用が前年同期比で増加

しております。

連結損益計算書

増減率FY2022
（通期実績）

FY2021
（通期実績）

△4.9%13,63014,331売上高

△11.6%5,5836,314営業利益

△11.2%5,6436,358経常利益

△9.8%3,8094,222当期純利益

41.0%44.1%ROS

予算対比
FY2022
（通期予想）

+0.1%13,620

+1.7%5,490

+1.9%5,540

+4.6%3,640

40.3%

四半期ごとの推移
（単位：百万円）

FY2022 実績FY2021 実績

4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q

3,4853,2533,7253,1653,6603,9543,5283,187売上高

1,7211,6971,6731,6421,6121.5681,5431,456└ ARR

1,3951,3111,7671,1081,4801,8221,7091,302営業利益

1,4071,3221,7861,1261,4931,8321,7221,310経常利益

9409081,2007599941,2101,144873四半期純利益

売上高・営業利益率推移 （単位：百万円）
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経費分析

441 406 308 451
42 28 37

38
41 49

56
61 190 153 195

179 

1,340
1,320 1,343

1,359

1,958 1,941

2,090

（単位：百万円）

1Q 2Q 3Q 4Q

FY2022 実績

2,056

人件費が約7割を占めております。

社員が安心して長く働ける環境づくり

を目指し、建設業全体の生産性向上に

寄与する製品の提供に努めてまいります。

新型コロナウイルス感染症の影響による

行動制限が緩和され営業活動を再開した

ことにより、旅費及び販促関連の費用が

増加しました。

研究開発費については、建築システム

事業においては、コロナ禍後の社会変化

を踏まえた新しいワークスタイルへの

対応としてクラウド連携機能の強化を

実施しました。

測量土木システム事業においては、 i-

Construction やBIM/CIMの普及

に伴い、さらなる現場作業の効率化に

むけての機能強化を行いました。

「その他」の主な内容は地代家賃・賃借料、

商品売上原価、減価償却費、ロイヤリティ

等です。

5,364

719

210

147 1,608

（単位：百万円）

FY2022

1,950

1,610

636

1,167

営業

開発

サポート

その他

セグメント情報 1
建築システム事業

・ IT導入補助金の主要対象事業の変更により採択件数が減少。 行動制限が緩和され営業活動を再開し費用が増加。

・ 保守サービス及び3Dカタログサイトの継続取引企業社数が堅調に推移し、ストックビジネスは伸長。

39%

43%

14%

4%

ソフトウェア

保守サービス

使用権

ハードウェア

■四半期ごとの業績推移

FY2022実績

（単位：百万円）

累計
YoY

FY2022 実績FY2021 実績

累計4Q3Q2Q1Q累計4Q3Q2Q1Q

△6.2%6,0891,5611,5431,5611,4226,4931,7171,6741,6511,449売上高

△16.6％2,0685015315684672,481621685687487営業利益

ARR

（単位：百万円）

Churn Rate

5.7％

3,143
3,389

FY2021 FY2022

YoY Growth

+7.8%

FY2021 5.5%



2,922

3,237

FY2021 FY2022

セグメント情報 2
測量土木システム事業

■四半期ごとの業績推移

・ IT導入補助金の主要対象事業の変更により採択件数が減少したものの保守サービス等のストックビジネスは順調に推移し

売上高は前年同期比概ね同水準。行動制限が緩和され営業活動を再開し費用が増加。

・ 国の施策であるi-Construction への移行は継続中。

（単位：百万円）

累計
YoY

FY2022 実績FY2021 実績

累計4Q3Q2Q1Q累計4Q3Q2Q1Q

△0.9%7,0441,8631,6691,8121,6987,1081,9001,7301,7951,682売上高

△1.9%3,3388777609277743,402845812956788営業利益

45%

42%

8%

5%

ソフトウェア

保守サービス

使用権

ハードウェア

FY2022実績

ARR
（単位：百万円）

Churn Rate

4.3％

FY2021 5.0%

YoY Growth

+10.8%

セグメント情報 3

ITソリューション事業

・ FY2022は、2022年7月に行われた参議院選挙の出口調査システムにかかわる売上を計上

FY2021は、2021年10月に行われた衆議院選挙の出口調査システムにかかわる売上を計上。

・ 揚重管理・資機材搬入管理システムの売上は横ばいで推移

（単位：百万円）

累計
YoY

FY2022 実績FY2021 実績

累計4Q3Q2Q1Q累計4Q3Q2Q1Q

△31.8497614135144729425498156売上高

△29.6189△ 18△ 18252△ 25268△ 24272191営業利益



セグメント別概況

業績予想

前年同期比
FY2023
（来期予想）

FY2022
（当期）

+1.9%13,88313,630売上高

△4.4%5,3405,583営業利益

△4.7%5,3805,643経常利益

△7.0%3,5413,809当期純利益

171円27銭184円24銭1株当たり当期純利益

65円60円1株当たり配当金

FY2023 通期業績予想

業績予想
売上高13,883百万円、営業利益5,340百万円、経常利益5,380百万円、当期純利益3,541百万円を見込んでおります。

建築システム事業
住宅事業における既存パッケージソフトウエアの基本機能のバージョンアップ、またBIM事業における施工フェーズへのソリュー
ション提供により売上増加を図りながら、ストックビジネスの拡大にも取り組んでまいります。

測量土木システム事業
国土交通省が推進する「i-Construction」、新型コロナウイルス感染症対策の一環でもあるCIM化を成長のチャンスととらえ、
測量・土木・建設インフラの各セグメントにおけるブランドの確立・深堀により、継続取引社数の拡大に向け取り組んでまいります。

（単位：百万円）



INNOVATION

人的資本への投資

給与水準

YoY 5％増

⼈的資本への投資として今期、物価⾼
が続く情勢を踏まえ、安定した⽣活を
確保すること、また⾃⼰研鑽等による
社員の成⻑を促すことを⽬的に給与の
5％のベースアップを実施いたします。

設備への投資

IDC建設

新たに「データセンター事業」を⾏う
ことといたしました。
新たな設備投資として群⾺県内にデー
タセンターを建設しデータセンター事
業の拠点とする予定です。
※投資⾦額6.5億円を⾒込む

市場への投資

最大20億円

投資ファンドを設⽴し当社事業領域に
関連性の⾼いスタートアップやベン
チャー企業への投資として、最⼤20億
円の投資を⾏います。

福井コンピュータグループは未来への投資として、以下の3つの投資を⾏います。

未来への投資

従業員数の推移

イノベーティブ挑戦や事業持続性に向けた人材への投資を行います。

人的資本投資の面では、2023年4月に賃金制度を見直し、月収ベースで5％強の賃上げを実施しております。

（単位：人） 新入社員数の推移

従業員の年齢別構成 （中期経営計画より）
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（予定）

（単位：人）

194 182 178 175 167

144 153 156 162 160

70 78 85 93
85

117 112 111 96 124

FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022

従業員の推移

営業 開発 サポート その他

525525
530 526 536



補⾜

前期末より継続して取引のある企業社数（2023/3末時点）継続取引企業社数

ストック売上（使用権、保守サービス売上）における年間定期収益ARR
ARRを3月末時点の契約企業社数で割り返し算出ARPA
ストック売上における前年同月比継続企業社数で算出Churn Rate
一時点で収益を認識する売上One Time Fee
営業利益率ROS

弊社集計基準は下記の通りです。


